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（開会 午後０時４分） 

○議長（竹内薫君） ただ今から、令和３年第２回多賀町議会臨時会を開会いたします。 

 

○議長（竹内薫君） 本臨時会に、町長より提出されました案件は、承認６件、議案１件

であります。 

なお、本日の議事日程を別紙のとおり定めましたので、ご審議を賜りますよう、よ

ろしくお願いいたします。 

 次に、町長より招集のあいさつをお願いいたします。 

 久保町長。 

〔町長 久保久良君 登壇〕 

○町長（久保久良君） 本日、令和３年第２回多賀町議会臨時会を招集させて頂きました

ところ、議員の皆様には公私にわたりご多用の中、ご出席を賜り厚くお礼申し上げます。  

さて、いよいよ明日より多賀町におきましても、新型コロナウイルスのワクチン接

種をスタートさせます。昨日現在で６５歳以上の方々の７９.４％、２,１１４人に、接

種予約をしていただいております。医師や看護士の方々の協力体制も決定いただき、ス

ムーズに接種が進むよう、町行政が一丸となって取り組んでまいります。このワクチン

接種が、感染症対策の切り札となるよう期待するとともに、多くの関係者の皆さまのご

協力に感謝申し上げるところでございます。 

いまも感染拡大が止まらない新型コロナウイルス感染症は、感染力が強いといわれ

る変異株の出現という新たなステージにも入っております。多賀町におきましても、昨

年度２人におさえられていた陽性者が、４月以降の１ヶ月半で４人の新たな陽性者が出

ている状況で、特に若者世代の陽性者が増加していることに大変危惧しているところで

す。引き続き町民の皆さまには、三密の回避、手洗いの励行、こまめな換気など感染拡

大防止への措置の継続をお願いするとともに、ワクチン接種の推進と合わせて、早期の

収束を願うばかりです。みなさまのご協力をよろしくお願い申し上げます。  

 本日の臨時会に提出させて頂きました議案は７件ですが、そのうち承認５件につきま

しては、令和２年度予算の過不足を調整して精算するための専決処分、またそのうち承

認１件は、令和３年度一般会計予算において、早急な対応を取る必要が生じたことによ

り、専決処分させていただきましたので、報告をし、承認をお願いするものでございま

す。その他議案１件につきましては、令和３年度始まって間もない時期ではございます

が、緊急に対応が必要な道路事業などの実施のため、一般会計予算の補正をお願いする

ものでございます。 

後ほど副町長、各担当課長よりご説明申し上げますので、慎重なご審議と適切なご

決議を賜りますようお願い申し上げ、開会のごあいさつとさせていただきます。 
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（開議 午後０時６分） 

○議長（竹内薫君） ただ今の出席議員は全員であります。定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

 

○議長（竹内薫君） 日程第１ 「会議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、 

    １番  神細工 宗宏 議員    ２番  清水登久子 議員 

を指名いたします。 

                                        

○議長（竹内薫君） 日程第２ 「会期の決定」を議題とします。 

 お諮りします。本臨時会の会期は本日１日限りとしたいと思いますが、これにご異議

ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（竹内薫君） 異議なしと認めます。 

 よって、本臨時会の会期は本日１日限りに決定しました。 

                                        

○議長（竹内薫君） 日程第３ 「承認第２８号 専決処分事項（令和２年度多賀町一般

会計補正予算（第１５号））の承認を求めることについて」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

 小菅副町長。 

〔副町長 小菅俊二君 登壇〕 

○副町長（小菅俊二君） 「承認第２８号 専決処分事項（令和２年度多賀町一般会計補

正予算（第１５号））の承認を求めることについて」ご説明いたします。 

 今回の補正予算案は、２ページの第１条に記載のとおり、既定の歳入歳出予算の総額

から２億１，２８７万５，０００円を減額し結果、２年度最終予算は歳入歳出それぞれ

６０億７，２１１万２，０００円となったものでございます。 

この補正予算の内容は、年度末におきまして例年のとおり歳入歳出ともに各款にお

いて精算補正を行ったものと第１４号補正予算で新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金事業の内、繰越措置をお願いしました大きく９つの事業費に関しましては

国の会計年度区分と整合させる必要があり５，７０５万８，０００円を減額したものな

どで、令和２年度の最終予算となりまして、地方自治法１７９条第１項の規定に基づい

て去る３月３１日付けをもって専決処分をさせていただきましたので、報告をいたし、

承認をお願いするものでございます。 

それでは、主な内容につきまして、まず８ページ第２表繰越明許費でございまして

久徳地先における住宅団地開発事業に伴う文化財調査事業でありまして発掘調査後の報

告書等の作成業務費４２５万６，０００円を次年度に繰越をさせていただくものです。 
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第３表地方債補正の変更ですが、減収補填の対象となりますたばこ税、揮発油税また地

方消費税など税目の減収分が確定となり減収補填債を２９１万１，０００円減額補正し

たものでございます。 

次に１１ページの事項別明細書をお願いします。順次、主なものにつきましてご説

明申し上げます。 

まず、歳入でございます。 

５款の町税のうちの法人税割につきましては、予算現額から５，１００万２，００

０円を減額するもので、今年度の法人税割の収入見込みでは２億１，４００万円で令和

元年度決算より１億７，４００万円の減少となっております。 

その他、１０款の地方譲与税から１３ページの３５款交通安全対策特別交付金まで

でございますが、それぞれ額の確定により既定予算額を調整したものでございます。な

かでも２１款の自動車税環境性能性割交付金は自家用自動車取得税の廃止に伴う代替税

でございまして額の確定により新たに計上したものと、２５款の地方交付税につきまし

ては特別交付税の額が確定し現計予算額より交付額が５６８万５，０００円下回りまし

たので減額をいたしておりまして、２年度の普通交付税８億３，８１８万２，０００円、

特別交付税１億９，４３１万５，０００円で合わせまして、１０億３，２４９万７，０

００円が地方交付税総額となったわけでございます。 

４０款の負担金では保育所および認定こども園の入所保護者負担金また園児受託費

用負担金を精算したもので２年度は彦根市より５名、甲良町１名、長浜市２名の園児を

受け入れました。 

５０款の国庫支出金から１５ページの５５款県支出金までは、それぞれ実績に基づ

き既定の補助率でもって補助金の調整を行ったもので、国庫補助金では特別定額給付金

事業関連の精算でございます。７，６３９人に給付金を交付し、事務費の大きな減額に

つきましては電算システムの改修費を計上しておりましたが既存の町システムを活用し

たため事務費を減額しております。 

また国庫交付金では、コロナウイルス感染症対策での地方創生臨時交付金の減額で

ございまして、令和３年度に繰越をしました事業費については国の会計年度区分と整合

させるための減額でございます。 

５５款県支出金の中では、１５ページに１０か所のため池耐震調査費にかかる団体

営農地防災事業補助金の精算で１，５５３万４，０００円を減額したものでございます。

またシカ等の獣害対策事業については５９０頭の予定が捕獲頭数４０７頭の実績となり

事業費を精算し補助金を減額したものでございます。 

土木費では樋田地域の急傾斜地崩壊対策事業の精算による減額でございまして、そ

れぞれに調定を行い都合国庫支出金８，４２９万１，０００円、県支出金で４，４５８

万９，０００円を減額いたしております。 

６５款寄付金では町内企業の製造品を新たに返礼品としたのが好調で全国３５都道
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府県の４７５名の方から納付いただきました。 

７０款繰入金は、本補正予算により超過財源分を財政調整基金で調整し繰入を戻し

入れしたものでございます。結果としまして２年度においても財政調整基金を繰り入れ

することなく財源調整ができたことになりました。 

７５款繰越金は、令和元年度決算における実質収支額２億７，２２８万５，０００

円を精算したものでございます。 

次のページ８０款諸収入では保育園等の運営費であります施設型給付費を精算した

ものでございます。 

８５款町債につきましては、霜ケ原高橋の橋台取付法面復旧工事や凍結防止剤散布

車購入事業について国土強靭化対象事業として適債事業へ振り替えたものと減収補填債

の額の確定によるものでございまして、町債総額で２９１万１，０００円を減額いたし

まして令和２年度地方債発行協議済額は、４億３,６６１万４，０００円となってござ

います。 

続きまして、歳出につきまして主なものをご説明申し上げます。 

１０款の総務費では、５項総務管理費のところで歳入での説明での特別定額給付金

と事務費の精算でございます。財産管理費と企画費ではそれぞれコロナウイルス感染症

対策費を皆減したものと地方創生費の商品券発行委託料では７，７０２人発行し換金済

金額は３，７７３万円、換金率は９８％でありました。 

また、次のページ電子計算費においてもコロナウイルス感染症対策費を皆減したも

のでございます。 

総務費総額３，５４１万８，０００円を減額しております。 

１５款の民生費のところでは、５目社会福祉総務費はコロナウイルス感染症対策費

８７４万５，０００円を皆減しております。後はそれぞれ実績による事業費の精算でご

ざいます。 

２１ページ１０項の児童福祉費では保育園等の運営費や施設型給付費を精算したも

ので、保育所整備費補助金の５８０万９，０００円の減額はなつめ保育所建設事業補助

金の精算によるものでございます。 

これら民生費におきまして４，９２８万２，０００円を減額しております。 

２０款衛生費におきましても総合福祉保健センター費では地方創生臨時交付金の対

象事業であります空調設備の改修工事費の皆減でございます。 

２５款農林水産業費におきましても、それぞれに事業の精算によるものでございま

して、ため池１０か所の耐震調査費の精算や林業費では高取山ふれあい公園への補助金

はコロナウイルス感染症対策費の皆減でございまして、また、獣害対策費ではシカ４０

７頭、サル４２頭、イノシシは０頭の駆除費を精算したものです。これら農林水産業費

総額では２，５５９万５，０００円の減額補正でございます。 

２３ページにかけての３０款商工費では、コロナウイルス感染症対策費の精算でご
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ざいまして休業要請に応じた事業所への県事業上乗せ臨時支援金は５４件、売上高が減

少した事業者への経営支援金は９０件の実績でございました。 

３５款土木費では除雪対策費の追加や樋田地域の急傾斜地崩壊対策工事の精算また、

都市計画費ではコロナウイルス感染症対策費８１８万９，０００円の皆減でございます。 

土木費総額で１，７４４万１，０００円を減額しております。 

４０款消防費では、常備消防費で彦根市消防署に委託している経費について署員の

欠員による人件費の減額精算と災害対策費ではコロナウイルス感染症対策費８６２万６，

０００円の皆減でございます。消防費総額で３，２７２万９，０００円を減額したもの

でございます。 

次に、４５款の教育費では、５項教育総務費では需用費の精算でありましてコロナ

ウイルス感染症対策費の３７９万８，０００円の皆減とを合わせて６５０万６，０００

円を減額したものや、次のページ小学校費では改修工事を見直しての減額や中学校費で

は通学バスの運行費を精算したものでございます。 

社会教育費では、海洋センタープール塗装事業費等各種事業の精算と公民館費と海

洋センター費およびスポーツ公園費の中で合わせてコロナウイルス感染症対策費１６５

万７，０００円の皆減したものでございます。これら教育費総額で３，４５３万６，０

００円の減額となってございます。 

２７ページ６０款諸支出金では、利子を各基金に積み立ての調整をしたものと、ふ

るさと納税の寄付金３９７万５，０００円をまちづくり基金に積み増ししたものです。 

以上、令和２年度の最終となります多賀町一般会計補正予算第１５号の専決処分事

項の報告とさせていただきますが、２年度の年間予算においては、起債の未償還額は依

然として多額であるものの単年度予算においては長期債の元金償還額４億５，４８８万

円で新規地方債の発行額４億７０１万円で決算となり４，７８７万円起債借入残高が減

少し、またコロナ禍で町税の減収がありましたが財政調整基金で財源調整をすることな

く、公共施設維持管理基金に６，８３０万円、社会福祉基金に２，１２０万円、減債基

金に１，０００万円をそれぞれ積み立てることができ、令和２年度においても健全な予

算執行ができたものと思っておりますので、よろしくご承認を賜りますようお願い申し

上げます。 

○議長（竹内薫君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（竹内薫君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（竹内薫君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
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 本案に対する採決を行います。 

 「承認第２８号 専決処分事項（令和２年度多賀町一般会計補正予算（第１５号）） 

の承認を求めることについて」は、承認することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（竹内薫君） 起立全員であります。よって、承認第２８号は承認することに決定

しました。 

 

○議長（竹内薫君） 日程第４ 「承認第２９号 専決処分事項（令和２年度多賀町国民

健康保険特別会計補正予算（第４号））の承認を求めることについて」を議題としま

す。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

 岡田税務住民課長。 

〔税務住民課長 岡田 伊久人君 登壇〕 

○税務住民課長（岡田伊久人君） 「承認第２９号 専第２号  専決処分事項（令和２ 

年度多賀町国民健康保険特別会計補正予算（第４号））の承認を求めることについて」 

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、令和３年３月３１日付をもって専決処

分をさせていただきましたので、同条第３項の規定によりご報告し、議会の承認をお

願いするものでございます。 

 議案書の２９ページをお願いします。 

 今回の補正は、交付金等の額の確定に伴う予算措置を行ったもので、既定の歳入歳  

出予算の総額からそれぞれ５,２００万円を減額し、歳入歳出それぞれ７億６，４４ 

４万１千円とするものでございます。 

 ３４ページ、事項別明細書の歳入からご説明申し上げます。 

 ２５款５項県補助金、保険給付費等交付金（普通交付金）につきましては、保険給

付費が減額となったことにともない、県からの交付金も減額となるため、５，２００

万円を減額するものでございます。 

  次に、歳出についてご説明申し上げます。議案書の３５ページをお願いします。 

  １０款５項療養諸費、一般分療養給付費を被保険者および医療給付の減少にともない、

４，４００万円減額し、一般分療養費を１００万円減額するものでございます。  

１０款１０項高額療養費は、高額療養費の給付対象者と費用の減少にともない、一

般分高額療養費を７００万円減額するものでございます。 

 令和２年度多賀町国民健康保険特別会計補正予算についての説明は以上でございます。

ご承認賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹内薫君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（竹内薫君） 質疑なしと認めます。 
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これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（竹内薫君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

 本案に対する採決を行います。 

 「承認第２９号 専決処分事項（令和２年度多賀町国民健康保険特別会計補正予算 

（第４号））の承認を求めることについて」は、承認することに賛成の方はご起立願い 

ます。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（竹内薫君） 起立全員であります。よって、承認第２９号は承認することに決定

しました。 

 

○議長（竹内薫君） 日程第５ 「承認第３０号 専決処分事項（令和２年度多賀町介護

保険事業特別会計補正予算（第３号））の承認を求めることについて」を議題としま

す。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

林福祉保健課長。 

    〔福祉保健課長 林 優子 君 登壇〕 

○福祉保健課長（林優子君）「承認第３０号 専第３号 専決処分事項（令和２年度多賀

町介護保険事業特別会計補正予算（第３号））の承認を求めることについて」地方自

治法第１７９条第１項の規定により、去る３月３１日付けで専決処分をさせていただ

きましたので、同条第３項の規定によりご報告し、議会の承認をお願いするものでご

ざいます。 

議案書３７ページをお願いいたします。 

今回、令和２年度の介護保険事業の実績に伴い、歳入歳出額の過不足を精算させて

いただくもので、第１条記載の通り、既定の歳入歳出予算総額から歳入歳出それぞれ３

千６４８万３千円を減額し、歳入歳出それぞれ８億５，４７９万８千円とするものです。 

それでは、事項別明細書にてご説明いたします。 

まず、歳入でございますが、議案書４２ページをお願いいたします。 

１５款国庫支出金、国庫負担金の介護給付費負担金につきましては、居宅介護サー  

ビス等給付費分の２０％と、施設介護サービス給付費分の１５％の負担率相当額、合わ

せて９３８万８千円の減額でございます。 

次に、国庫補助金の調整交付金は給付費の５．３％の交付率相当額の２６２万１千円 

の減額、２５目地域支援事業交付金は６２万５千円の減額、保険者機能強化推進交付金

については、１８３万円を受け入れ、介護保険保険者努力支援交付金は令和２年度から
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介護予防・健康づくり等の取組みを重点的に評価し創設された交付金で、１８２万８千

円を受入れ、合計で４１万２千円の増額でございます。 

２０款支払基金交付金は、４０歳から６４歳までの第２号被保険者からの介護給付費 

等の２７％相当額であり、５目介護給付費交付金は、１，３３４万９千円、地域支援事

業支援交付金は６７万６千円で、合計１，４０２万５千円の減額でございます。 

４３ページに移りまして、２５款、県支出金の介護給付費県負担金は、６６７万９ 

千円の減額、県補助金の地域支援事業交付金は３１万２千円を減額、３０款繰入金につ

きましては、一般会計繰入金では、介護給付費の町負担分１２．５％相当額６１７万９

千円と、１５目、地域支援事業（介護予防・日常生活支援総合事業）の町負担分１２．

５％相当額の３１万２千円、併せて６４９万１千円の減額でございます。 

次に、４４ページ、歳出についてご説明申し上げます。 

１０款介護給付費の介護サービス等諸費は、新型コロナウイルス感染症の影響や要  

介護認定者の減少により、利用実績が当初の見込みよりも下回ったため、減額させてい

ただくものです。 

５目居宅介護サービス給付費は、新型コロナウイルス感染症により、特にデイサービ 

スやショートステイなどの給付費が大きく減少し２，５００万円を、１２目地域密着型

介護サービス給付費は、認知症のグループホームやファミリーステーション多賀などで

提供するサービスで８００万円を、１５目施設介護サービス給付費は、特に令和２年度

は（パストラール豊郷やアロフェンテ彦根などの）老人保健施設サービス費が減少し１，

０００万円を、３０目居宅介護住宅改修費は１５０万円を、３５目居宅介護サービス計

画給付費は４００万円、合計４，８５０万円の減額をさせていただくものです。 

介護予防サービス等諸費の介護予防サービス給付費は通所リハビリテーションサー

ビス費等が利用実績が想定より上回り、６万円を増額させていただくものです。  

４５ページに移りまして、２０項５目高額介護サービス費につきましては、１００

万円の減額、２５項５目市町村特別給付費についてですが、令和２年度は、介護認定者

等の減少に伴い登録者数が１０名減少し、給付費を５０万円減額するものです。また、

先ほど歳入でご説明しました国庫補助金で受け入れた保険者機能強化推進交付金１８３

万千円を特別給付費の財源に充当し、これに伴い、保険料である一般財源を２３３万円

減額とします。 

１７款地域支援事業費 介護予防・生活支援サービス事業費につきましては、新型

コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、ふれあい教室の前期教室が開催できなか

ったことなどから、通所介護サービス委託料１５０万円を減額、社会福祉協議会や清流

の里などで実施する介護予防教室においても、やむなく一時的に中止したり、欠席者が

多かったことなどから、通所型サービス負担金を１００万円減額、併せて２５０万円の

減額とするものです。 

地域包括支援センター運営費につきましては、先ほど歳入でご説明しました保険者
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努力支援交付金１８２万８千円を財源に充当し、当初、財源として保険料を充当し

ていた分を減額するものです。 

４６ページに移りまして、２０款５項基金積立金の５目介護給付費準備基金積立

金につきましては、介護給付費が想定より大きく下回ったため、１，５９５万７千

円を基金に積み立てるものでございます。 

以上、説明とさせていただきますので、よろしくご審議賜りますよう、お願い申し

上げます。 

○議長（竹内薫君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（竹内薫君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（竹内薫君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

 本案に対する採決を行います。 

 「承認第３０号 専決処分事項（令和２年度多賀町介護保険事業特別会計補正予算 

（第３号））の承認を求めることについて」は、承認することに賛成の方はご起立願い 

ます。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（竹内薫君） 起立全員であります。よって、承認第３０号は承認することに決定

しました。 

 

○議長（竹内薫君） 日程第６ 「承認第３１号 専決処分事項（令和２年度多賀町後期

高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号））の承認を求めることについて」を議題と

します。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

岡田税務住民課長。 

    〔税務住民課長 岡田 伊久人 君 登壇〕 

○税務住民課長（岡田伊久人君）「承認第３１号 専第４号 専決処分事項（令和２年度

多賀町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号））の承認を求めることについ

て」地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、令和３年３月３１日付をもって専

決処分をさせていただきましたので、同条第３項の規定によりご報告し、議会の承認

をお願いするものでございます。 

 議案書の４８ページをお願いします。 

 今回の補正は、納付金の額の確定に伴う予算措置を行ったもので、既定の歳入歳出予
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算の総額からそれぞれ１３８万８千円を減額し、歳入歳出それぞれ１億１，１８０万７

千円とするものでございます。 

 ５３ページ、事項別明細書の歳入からご説明申し上げます。 

 １５款５項一般会計繰入金、保険基盤安定繰入金につきましては、広域連合負担額の

確定にともない、１３８万８千円減額するものでございます。 

 次に、歳出についてご説明申し上げます。議案書の５４ページをお願いします。  

 １０款５項広域連合納付金、広域連合負担金（基盤安定繰入金）につきまして、負担

金額の確定により、１３８万８千円減額するものでございます。 

 令和２年度多賀町後期高齢者医療事業特別会計補正予算についての説明は以上でござ

います。ご承認賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹内薫君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（竹内薫君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（竹内薫君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

 本案に対する採決を行います。 

 「承認第３１号 専決処分事項（令和２年度多賀町後期高齢者医療事業特別会計補正 

予算（第３号））の承認を求めることについて」は、承認することに賛成の方はご起立 

願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（竹内薫君） 起立全員であります。よって、承認第３１号は承認することに決定

しました。 

 

○議長（竹内薫君） 日程第７ 「承認第３２号 専決処分事項（令和２年度多賀町育英

事業特別会計補正予算（第１号））の承認を求めることについて」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

本多教育総務課長。 

    〔教育総務課長 本多 正浩 君 登壇〕 

○教育総務課長（本多正浩君）「承認第３２号 専第５号 専決処分事項（令和２年度多

賀町育英事業特別会計補正予算（第１号））の承認を求めることについて」地方自治

法第１７９条第１項の規定に基づき、令和３年３月３１日付けをもって、専決処分さ

せていただきましたので、同条第３項の規定により、ご報告し、議会の承認をお願い

するものでございます。 
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議案書５６ページをお願いいたします。 

今回の補正は、育英事業における奨学資金給付額の確定に伴い、予算措置を行なっ

たもので、規定の歳入歳出予算の総額から、それぞれ１３０万８千円を減額し、歳入歳

出それぞれ ２６５万６千円とするものでございます。 

それでは、事項別明細書の歳入から説明いたします。６１ページをお願いいたしま

す。 

２０款繰入金、５項基金繰入金、５目基金繰入金について、奨学資金については、

育英基金からの繰り入れを 財源としておりますので、確定した給付額に合わせて、１

３０万８千円を減額するものでございます。 

次に歳出について でございますが、６２ページをお願いいたします。 

５款総務費、５項総務管理費、１０目奨学費、１９節補助金、奨学資金給付費につ

いて、奨学給付額の確定により、不用となった１３０万８千円を減額するものでござい

ます。 

なお、令和２年度末の基金残高は、４，３３２万円４千円となります。 

以上説明とさせていただきます。ご承認賜りますよう、よろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（竹内薫君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（竹内薫君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（竹内薫君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

 本案に対する採決を行います。 

 「承認第３２号 専決処分事項（令和２年度多賀町育英事業特別会計補正予算（第１ 

号））の承認を求めることについて」は、承認することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（竹内薫君） 起立全員であります。よって、承認第３２号は承認することに決定

しました。 

 

○議長（竹内薫君） 日程第８ 「承認第３３号 専決処分事項（令和３年度多賀町一般

会計補正予算（第１号）の承認を求めることについて」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

 小菅副町長。 

〔副町長 小菅俊二君 登壇〕 



－１４－ 

○副町長（小菅俊二君） 「承認第３３号 専第６号の令和３年度多賀町一般会計補正

予算について」、ご説明申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の再配分を受けて、３月の令和

２年度第１４号補正予算において対策事業費を議決いただき、その内、九つの事業に

ついては明許繰越の承認も合わせていただいたところですが、繰越事業費分について

は国の予算の会計年度区分に予算計上額を整合させる必要が生じ、３月３１日付け専

第１号、第１５号補正予算において減額をいたし、早期着手など事業の遂行上、その

同額を４月１日付けで専決処分の補正をさせていただいたものでございます。 

今回の補正につきましては、６４ページ第１条のとおり、既定の歳入歳出予算の総

額に４，１１４万７，０００円を追加いたし、歳入歳出ともに４８億４，５１４万７，

０００円となったものでございます。 

それでは、６９ページの歳入でございますが、５０款国庫支出金で地方創生臨時交

付金５，７０５万８，０００円を計上し受け入れるものです。 

７０款繰入金では、ふれあいの郷の空調設備等の改修工事費については、令和３年度

当初予算において、公共施設等維持管理基金から財源充当を行い計上しておりました

が、その財源を地方創生臨時交付金に振り替えを行っての減額でございます。  

次に、歳出でございますが、１０款総務費は庁舎等の手洗い自動水栓化改修や会議

用マイク設備などの感染症拡大防止対策事業費あるいは行政申請書類のデジタル化推進

事業費で４９２万９，０００円を計上し、また１５款民生費では医療・介護・福祉施設

等への支援事業で８７４万５，０００円を計上したものです。 

次のページ２０款衛生費はふれあいの郷空調設備等改修事業費でございまして当初

予算との差額２４０万３，０００円を追加計上しております。 

２５款農林水産業費では高取山ふれあい公園のオンライン予約やインターホン等の

環境整備事業費として２８０万円計上して、３５款土木費では地図情報のデジタル化推

進事業費８１８万９，０００円を計上しております。 

４０款消防費は衛生用品やパーテーション等の購入のための感染拡大防止対策事業

に８６２万６，０００円を計上したものです。 

４５款教育費は学校での感染拡大防止対策事業として衛生用品購入費に３７９万８，

０００円を計上したものと社会教育施設においても衛生用品や空気清浄機の購入など感

染症拡大防止対策事業費１６５万７，０００円を計上したものです。 

以上、提案説明とさせていただきます。年度初めにおいて間なしの補正、しかも専

決処分となりましたが、事情をご理解いただきまして、よろしくご承認を賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（竹内薫君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（竹内薫君） 質疑なしと認めます。 
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これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（竹内薫君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

 本案に対する採決を行います。 

 「承認第３３号 専決処分事項（令和３年度多賀町一般会計補正予算（第１号））の 

承認を求めることについて」は、承認することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（竹内薫君） 起立全員であります。よって、承認第３３号は承認することに決定

しました。 

 

 

○議長（竹内薫君） 日程第９ 「議案第３４号 令和３年度多賀町一般会計補正予算

（第２号））について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

 小菅副町長。 

〔副町長 小菅俊二君 登壇〕 

○副町長（小菅俊二君） 「議案第３４号 令和３年度多賀町一般会計補正予算（第２

号））について」ご説明申し上げます。 

  年度初めからの早々の時期でございますが、早急に対応をしなければならない事情

が発生をいたし予算措置の必要が生じましたので第２号補正予算をお願いするもので

ございます。 

今回の補正につきましては、７３ページ第１条のとおり、既定の歳入歳出予算の総

額に１，０５９万２，０００円を追加いたし、歳入歳出それぞれ４８億５，５７３万

９，０００円とするものでございます。 

内容でございますが、第３放課後児童クラブ整備事業費の追加と町道舗装工事や道

路の安全対策費など対策を早急に進めていくための必要経費をお願いしているもので

ございます。 

それでは、７８ページの歳入からでございますが、７５款の繰越金の補正額１，０

５９万２，０００円は、今回の補正に要する財源として充当するものです。 

次に、歳出でございますが、１５款民生費で第３放課後児童クラブ整備事業費の追

加でございまして４００万円をお願いするものです。 

３５款土木費では町道中川原工業団地１号線は工業団地への出入りの車両が集中し

ていることから、路面の傷みが激しく荷崩れ等の支障が生じているため改修を行うも

のと、過日、町道多賀高宮線における自転車転落事故を踏まえ早急に防護柵等の安全
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対策を行う経費とを合わせて６５９万２，０００円をお願いするものです。 

以上、提案説明とさせていただきます。年度初めにおいて間なしの補正となりまし

たが、早急に対応をしなければならないこうした事情をご理解いただきまして、よろ

しくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（竹内薫君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（竹内薫君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（竹内薫君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

 本案に対する採決を行います。 

 「議案３４号 令和３年度多賀町一般会計補正予算（第２号））について」は、原案 

のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（竹内薫君） 起立全員であります。よって、議案第３４号は原案のとおり可決さ

れました。 

 

 

○議長（竹内薫君） これで、本日の議事日程は、全て終了しました。 

 これをもって令和３年第２回多賀町議会臨時会を閉会いたします。 

（午後 １時５３分 閉会） 
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